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南木曽町リニア対策協議会

第
41
回
南
木
曽
町
リ
ニ
ア
対
策
協
議
会  

開
催

　

第
41
回
南
木
曽
町
リ
ニ
ア
対
策
協
議
会

が
３
月
26
日
に
南
木
曽
会
館
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
、
工
事
の
進
捗
状
況

及
び
Ｊ
Ｒ
東
海
が
３
月
に
蘭
・
広
瀬
、
妻

籠
地
区
で
開
催
し
た
説
明
会
の
内
容
等
に

つ
い
て
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
及
び
Ｊ
Ｒ
東

海
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

協
議
事
項
で
は
、
町
と
Ｊ
Ｒ
東
海
と
の

協
議
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
「
南
木
曽
町
内

に
お
け
る
水
道
水
源
予
備
的
措
置
の
運
用

に
係
る
確
認
書
」
及
び
「
工
事
用
車
両
の

通
行
等
に
関
す
る
変
更
確
認
書
（
第
５

回
）」
等
に
つ
い
て
協
議
し
、
各
確
認
書

の
取
交
し
に
つ
い
て
同
意
が
得
ら
れ
ま
し

た
。

※
協
議
会
当
日
の
説
明
資
料
は
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  

報
告
事
項  

①
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

（
鉄
道
・
運
輸
機
構
よ
り
）

　

広
瀬
工
区
で
は
、
非
常
口
ヤ
ー
ド
（
左

岸
上
流
側
）
で
実
施
し
て
い
た
坑
口
上
部

法
面
工
事
が
完
了
し
、
そ
の
下
の
坑
口
部

分
の
掘
削
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

尾
越
工
区
で
は
、
斜
坑
の
掘
削
を
進
め

て
お
り
、
延
長
２
５
０
ｍ
の
う
ち
約
半
分

の
掘
削
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

山
口
工
区
で
は
、
現
在
本
坑
を
品
川
方

へ
約
２
１
０
０
ｍ
掘
削
し
て
い
ま
す
。
岐

阜
県
と
長
野
県
の
県
境
ま
で
の
距
離
は
本

坑
の
位
置
か
ら
約
３
０
０
ｍ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
水
道
水
源
保
全
地
区
に
お

け
る
県
知
事
同
意
条
件
に
基
づ
き
切
羽
が

保
全
地
区
に
到
達
す
る
前
に
先
進
ボ
ー
リ

ン
グ
（
φ
１
０
０
〜
２
０
０
）
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
昨
年
12
月
か
ら
開
始
し
、
２

月
末
に
県
境
を
約
10
ｍ
越
え
、
全
長
４
５

０
ｍ
の
調
査
を
終
え
ま
し
た
。
今
後
も
同

意
条
件
に
基
づ
き
切
羽
に
先
行
し
て
、
調

査
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
う
予
定
で
す
。

②
工
事
施
工
ヤ
ー
ド
内
土
砂
ピ
ッ
ト
（
広

瀬
）
に
係
る
工
事
及
び
盛
土
条
例
に
基

づ
く
申
請
内
容
に
関
す
る
説
明
会
に
つ

い
て
（
Ｊ
Ｒ
東
海
よ
り
）

令
和
６
年
３
月
５
日
に
蘭
・
広
瀬
地

区
、
同
15
日
に
妻
籠
地
区
の
地
元
住
民
を

対
象
に
工
事
施
工
ヤ
ー
ド
内
土
砂
ピ
ッ

ト
（
広
瀬
）
に
係
る
工
事
及
び
盛
土
条
例

に
基
づ
く
申
請
内
容
に
関
す
る
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
土
砂
ピ
ッ
ト
（
広
瀬
）

は
、
現
在
、
資
材
等
の
仮
置
き
を
行
っ
て

い
る
工
事
施
工
ヤ
ー
ド
（
左
岸
下
流
側
）

を
今
後
予
定
し
て
い
る
広
瀬
工
区
の
ト
ン

ネ
ル
掘
削
開
始
後
、
発
生
土
運
搬
車
両
の

台
数
調
整
等
の
た
め
に
一
時
的
に
発
生
土

を
仮
置
く
用
途
に
利
用
し
ま
す
。
盛
土
量

は
約
３
万
㎥
、
面
積
は
約
８
千
㎡
、
法
面

勾
配
は
１
対
１
・
８
の
安
定
勾
配
を
採
用

し
ま
す
。
工
事
用
車
両
の
運
行
台
数
は
、

最
大
で
往
復
４
０
０
台
／
日
（
月
別
日
平

均
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
土
砂
ピ
ッ
ト
（
広
瀬
）
は
、

「
長
野
県
土
砂
等
の
盛
土
等
の
規
制
に
関

す
る
条
例
（
通
称
・
盛
土
条
例
）」
に
よ

り
、
長
野
県
知
事
の
許
可
が
必
要
な
盛
土

等
で
あ
る
た
め
、
今
後
条
例
に
基
づ
く
申

請
を
行
い
、
県
の
許
可
を
得
た
後
、
使
用

す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
広
瀬
工
区
の
ト
ン
ネ
ル
掘
削
開

始
は
、
令
和
６
年
８
月
か
ら
を
目
指
し
て

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
掘
削
工
に
係
る

工
事
説
明
会
は
令
和
２
年
７
月
に
実
施
済

み
で
す
が
、
期
間
が
空
い
て
い
る
た
め
、

掘
削
開
始
前
に
改
め
て
地
域
住
民
の
皆
様

に
説
明
を
行
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

③
発
生
土
置
き
場
（
尾
越
）
及
び
発
生
土

仮
置
き
場
（
尾
越
）
の
影
響
検
討
・
保

全
計
画
書
に
対
す
る
県
助
言
へ
の
対
応

方
針
に
つ
い
て
（
Ｊ
Ｒ
東
海
よ
り
）

　

令
和
５
年
11
月
２
日
に
公
表
し
た
影
響

検
討
・
保
全
計
画
に
つ
い
て
、
令
和
６
年

１
月
29
日
に
長
野
県
の
助
言
を
受
領
し
、

３
月
26
日
に
事
業
者
の
対
応
方
針
を
県
に

回
答
し
ま
し
た
。

対策協議会・説明会資料より抜粋
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協
議
事
項  

①
南
木
曽
町
内
に
お
け
る
水
道
水
源
予
備

的
措
置
の
運
用
に
係
る
確
認
書
に
つ
い

て

　

水
道
水
源
予
備
的
措
置
の
施
工
状
況
に

つ
い
て
は
、
妻
籠
、
向
ヶ
原
、
大
山
高
区

の
水
道
施
設
の
管
路
が
接
続
さ
れ
、
万
が

一
、
妻
籠
水
源
に
減
渇
水
に
よ
る
影
響
が

出
た
場
合
に
は
向
ヶ
原
・
大
山
高
区
水
道

施
設
か
ら
の
送
水
が
可
能
と
な
っ
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
今
後
、
床
浪
本
谷
代
替
水

源
の
整
備
を
仮
設
工
と
し
て
実
施
し
、
令

和
７
年
度
上
期
の
完
了
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
確
認
書
は
、
水
道
水
源
の
取
水

量
に
減
少
が
生
じ
、
地
域
住
民
の
生
活
に

支
障
を
来
す
場
合
の
判
断
基
準
、
運
用
に

つ
い
て
確
認
す
る
も
の
で
す
。
過
去
５
年

間
の
妻
籠
簡
易
水
道
配
水
池
の
配
水
流
量

の
実
績
か
ら
地
域
が
必
要
と
す
る
原
水
取

水
流
量
を
算
定
し
、
Ｇ
ｗ
・
お
盆
・
年
末

年
始
と
い
っ
た
長
期
休
み
期
間
と
そ
れ

以
外
の
期
間
で
そ
れ
ぞ
れ
基
準
値
を
設

定
、
こ
の
基
準
値
を
継
続
的
（
１
週
間
を

目
安
）
に
下
回
っ
た
場
合
に
は
、
段
階
的

に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
町
が
給

水
事
業
者
と
し
て
給
水
事
業
に
支
障
を
来

す
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
地
域

住
民
が
困
る
こ
と
の
な
い
よ
う
対
応
し
ま

す
。

②
南
木
曽
町
内
に
お
け
る
中
央
新
幹
線
建

設
工
事
に
伴
う
工
事
用
車
両
の
通
行
等

に
関
す
る
変
更
確
認
書
（
第
５
回
）
に

つ
い
て

下
図
の
国
道
２
５
６
号
と
蘭
川
の
交
差

す
る
箇
所
付
近
に
あ
る
広
瀬
工
区
の
工
事

用
品
置
き
場
か
ら
の
資
機
材
の
一
部
の
搬

入
出
に
伴
い
、
運
搬
車
両
が
町
道
富
貴
畑

線
、
町
道
長
者
畑
線
及
び
国
道
２
５
６
号

取
付
道
路
を
通
行
す
る
こ
と
と
な
る
た

め
、
確
認
書
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

　

以
上
２
点
の
確
認
書
に
つ
い
て
協
議

し
、
同
意
が
得
ら
れ
た
た
め
、
令
和
６
年

３
月
29
日
に
取
交
さ
れ
ま
し
た
。

※
確
認
書
の
詳
細
に
つ
い
て
は
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

③
南
木
曽
町
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
対
策
協

議
会
設
置
要
綱
の
改
正
に
つ
い
て

　

工
事
用
車
両
等
リ
ニ
ア
工
事
が
観
光
業

へ
少
な
か
ら
ず
影
響
す
る
こ
と
、
蘭
川
上

流
で
ト
ン
ネ
ル
掘
削
や
発
生
土
置
き
場
造

成
の
計
画
が
本
格
的
に
進
み
、
河
川
等
へ

の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
関

係
す
る
２
団
体
「
南
木
曽
町
観
光
協
会
」

及
び
「
木
曽
川
漁
業
協
同
組
合
吾
妻
支

部
」
の
各
代
表
を
協
議
会
委
員
と
し
て
委

嘱
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
か
ら
の
提
案
を
受
け
、
現

在
、
各
地
域
振
興
協
議
会
長
の
あ
て
職
と

な
っ
て
い
る
要
綱
を
「
会
長
ま
た
は
代

表
」
と
改
め
る
こ
と
と
し
、
同
じ
く
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

○
各
地
域
振
興
協
議
会
長
ま
た
は
代
表

（
与
川
・
北
部
・
三
留
野
・
妻
籠
・

蘭
・
広
瀬
・
田
立
）

○
各
地
域
振
興
協
議
会
か
ら
選
出
さ
れ

た
者
（
妻
籠
・
蘭
・
広
瀬
）

○
公
益
財
団
法
人
妻
籠
を
愛
す
る
会
代

表
○
学
識
経
験
者

○
南
木
曽
町
議
会
議
長

○
南
木
曽
町
議
会
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

対
策
特
別
委
員
会
正
副
委
員
長

○
南
木
曽
商
工
会
代
表

○
南
木
曽
町
森
林
組
合
代
表

○
南
木
曽
ろ
く
ろ
工
芸
協
同
組
合
代
表

○
南
木
曽
町
観
光
協
会
代
表

○
木
曽
川
漁
業
協
同
組
合
吾
妻
支
部
代

表
○
公
募
の
委
員

○
南
木
曽
町
長

○
そ
の
他
町
長
が
指
名
す
る
職
員

（
令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
）

協
議
会
の
構
成

工事用車両の通行経路（町道富貴畑線及び町道長者畑線）

　

４
月
23
日
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
議

会
か
ら
の
提
案
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
「
正

副
議
長
」
と
な
っ
て
い
た
要
綱
を
「
議

長
」
と
改
め
ま
し
た
。
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